
先端デジタル技術・ＡＩによる建物被災状況の把握・可視化

㈱イー・アール・エスは、鹿島
建設㈱と応用地質㈱の対等
出資で設立された、不動産に
関わる広範なリスクマネジメ
ントサービスを、エンジニアリ
ングの視点から提供するコン
サルティングファームです。

建物調査における空間スケール

地震や水害などで被災した建物の調査では、様々な空間スケールの情報収集が重要になるマス。㈱イー・アール・
エスは、様々な先端デジタル技術やAIを活用して、空間情報の可視化と定量的評価に取り組んでいます。

ＤＸ化の取り組み
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３Ｄデータの取得

据え置き型のLiDARにより点群
データを取得した事例と、ドローン
による可視画像をフォトグラメト
リーによりモデル化した事例です。
LiDARは建物全体などの大空間や、
被災前の精緻な形状データ取得が
得意で、可視画像・動画からのモデ
ル化はデータ取得位置の自由度が
高く、機器の手軽さも特徴です。 据え置き型LiDARによる建物外郭全体データ ドローン可視画像からのアリーナ天井３Dデータ



震災による建物部材被災状況の定量把握

震災によって建物部材が受けた被災度ランクは下表のように評価され、比較的軽微な被害から中程度まではひび
割れが主要な指標となり、中程度以上からは変形・変状を直接捉える必要があります。 ERSは、被害の特徴に応じ
たAIにより被災度を自動的に判定し、建物全体の安全性・在館可否を目視によって判断するシステム「応急点検
チェックリスト」に連動してています。
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部材の撮影画像からひび割れを即時に抽出し、個々のひび割れの
長さと幅を詳細にデジタル化します。CADや３Dモデル上でのひ
び割れ位置や程度の表示も容易に可能です。震災直後の被災部
材へのアクセスの困難さや混乱した状況を考慮し、様々な距離・角
度からの撮影結果からでも正確な判定・測定を可能とする正体補
正機能を搭載している事が、ERSシステムの大きな特徴です。

正対2m 60° 2m30° 2m 45° 2m 60° 仰ぎ30°

■形状認識AIによる変形・変状判定
ERSがこれまで被災調査で蓄積し
た撮影データや、webから取得し
たデータをラベリングし、形状認識
型の機械学習で被災度判定を行う
システムを構築しました。判定精度
は90％に達しています。

【上段は可視画像撮影結果。下段
はAIが画像のどの部分に着目・判
定しているかを示すヒートマップ】
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【AIが一時診断で変形・変状と認識した部位】
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